
主
催
者
の
地
本
大
沼
委
員
長

は
、
「
自
ら
の
春
闘
の
報
告

を
も
ら
い
次
の
闘
い
に
活
か

し
て
い
く
」
と
し
、
各
級
機

関
の
春
闘
総
括
を
求
め
た
。

ま
た
政
治
・
経
済
状
況
に
触

れ
、
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
勤

労
国
民
に
は
な
ん
の
恩
恵
も

も
た
ら
す
こ
と
な
く
国
債
も

増
大
」
と
政
府
の
経
済
政
策

を
批
判
。
「
非
正
規
労
働
者

が
拡
大
し
て
お
り
、
労
働
者

の
団
結
で
、
資
本
対
労
働
者

の
対
決
を
視
野
に
運
動
を
進

め
て
い
く
」
と
し
て
団
結
の

強
化
を
訴
え
た
。

ま
た
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ

い
て
は
、
「
山
形
か
ら
吉
報

が
届
い
て
い
る
。
新
入
社
員

が
職
場
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、

各
職
場
の
取
組
状
況
を
集
約

し
よ
う
」
と
し
て
取
り
組
み

の
実
践
報
告
と
総
括
を
促
し

た
。最

後
に
統
一
自
治
体
選
挙
に

つ
い
て
は
、
「
米
沢
と
喜
多

方
の
組
織
内
候
補
者
の
当
選

を
勝
ち
取
っ
た
。
残
る
候
補

者
の
必
勝
に
向
け
奮
闘
し
よ

う
」
と
述
べ
、
地
方
か
ら
戦

争
の
で
き
る
国
づ
く
り
や
新

基
地
建
設
、
原
発
再
稼
働
反

対
な
ど
の
闘
い
を
拡
大
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
訴
え
た
。

続
い
て
来
賓
の
エ
リ
ア
本
部

佐
藤
書
記
長
か
ら
は
、
経
過
・

情
勢
と
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。
（
要
旨

二
面
掲
載
）

続
い
て
地
本
原
子
書
記
長
が
、

仙
台
地
本
の
春
闘
の
経
過
と

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
提
起

し
全
体
討
論
に
入
っ
た
。

各
支
部
報
告

宮
城
県
支
部

山
田
書
記
長

▼
15
春
闘
方
針
。
大
幅
賃
上

げ
・
安
全
安
定
輸
送
・
労
働

条
件
改
善
・
組
織
強
化
拡
大
。

労
働
法
制
改
悪
阻
止
・
集
団

的
自
衛
権
行
使
の
撤
回
・
原

発
再
稼
働
反
対
・
憲
法
改
悪

阻
止
等
諸
課
題
の
解
決
に
向

け
ス
ト
を
含
む
闘
い
を
全
力

で
取
り
組
む
方
針
。

▼
2
月
16
日
の
支
部
総
決
起

集
会
を
皮
切
り
に
集
会
・
交

流
会
や
チ
ラ
シ
配
布
を
精
力

的
に
展
開
し
、
本
部
へ
激
励
・

要
請
行
動
も
実
施
。

▼
春
闘
交
渉
。
東
日
本
本
部

は
交
渉
重
視
と
い
う
が
、
現

状
は
交
渉
で
き
な
い
状
況
・

他
労
組
の
結
果
待
ち
。
ス
ト

を
背
景
に
迫
る
べ
き
。
ま
た

現
場
・
分
会
か
ら
直
接
本
社

に
抗
議
す
る
闘
い
の
取
組
も

す
べ
き
。

▼
現
場
長
と
の
話
し
合
い
を

多
く
の
分
会
で
実
施
し
改
善

報
告
が
あ
る
。
継
続
し
て
い

く
。

▼
山
形
の
拡
大
は
勇
気
が
つ

く
。
支
部
も
引
き
続
き
努
力

し
て
い
く
。
若
手
は
国
労
と

の
交
流
も
あ
る
が
一
方
で
し
っ

か
り
管
理
さ
れ
て
い
る
。

▼
業
務
委
託
。
本
塩
釜
・
高

畠
・
福
島
駅
東
口
な
ど
観
光

駅
・
主
要
駅
が
委
託
化
。
東

北
3
支
社
の
総
合
サ
ー
ビ
ス

会
社
が
統
合
さ
れ
る
予
定
だ

が
、
直
接
交
渉
の
窓
口
が
な

い
。
現
状
で
は
地
本
と
支
社

が
交
渉
し
、
支
社
が
委
託
会

社
に
指
導
す
る
が
改
善
が
な

く
団
交
軽
視
。
委
託
会
社
の

労
働
条
件
は
劣
悪
、
改
善
に

向
け
努
力
す
る
。

福
島
県
支
部

郡
山
設
備
分
会

大
橋
執
行
委
員

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
4
月

28
日
に
佐
藤
拓
美
さ
ん
が
郡

山
設
備
分
会
電
力
班
に
加
入
。

十
数
年
に
及
ぶ
職
場
で
の
組

合
員
と
の
関
わ
り
合
い
に
よ

る
信
頼
関
係
が
加
入
に
結
び

つ
い
た
。
分
会
と
し
て
も
現

場
に
組
合
員
が
少
数
と
い
う

こ
と
も
あ
り
し
っ
か
り
支
え

て
い
き
た
い
。

▼
信
通
班
で
は
、
新
規
採
用

者
3
人
に
組
合
説
明
会
を
実

施
。
加
入
に
は
至
ら
な
か
っ

た
が
、
引
き
続
き
関
わ
り
合

い
を
大
切
に
し
て
い
く
。

▼
15
年
春
闘
総
括
（
分
会
）
。

2
月
の
支
部
春
闘
討
論
集
会

を
受
け
、
分
会
全
体
集
会
や

地
本
等
集
会
や
貨
物
低
額
回

答
に
対
す
る
抗
議
集
会
等
に

参
加
。

一
人
一
要
求
を
集
約
し
た
現

場
長
交
渉
は
、
新
幹
保
班
が

準
備
を
進
め
、
他
は
未
実
施
。

今
後
改
善
に
向
け
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
意
思
統
一
。

▼
旅
客
会
社
賃
金
回
答
の
遅

れ
に
対
す
る
取
組
み
。
休
日

を
挟
む
緊
急
性
の
あ
る
取
組

み
は
、
事
前
に
準
備
が
必
要
。

来
年
以
降
の
課
題
。

▼
郡
山
駅
構
内
架
線
切
断
事

故
と
信
通
設
備
の
緊
急
点
検

に
つ
い
て
。
山
手
線
電
柱
倒

壊
事
故
後
す
ぐ
に
架
線
切
断

事
故
。
新
幹
線
の
通
過
時
、

上
下
線
で
架
線
の
揺
れ
の
違

い
が
顕
著
。
大
震
災
後
の
耐

震
補
強
工
事
後
に
建
物
の
揺

れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
と
聞
く
。

ま
た
信
通
で
も
柱
が
倒
れ
た

事
象
が
あ
り
、
全
て
の
柱
に

つ
い
て
本
社
か
ら
一
斉
調
査

の
指
示
。
「
原
因
も
明
ら
か

で
な
い
の
に
一
斉
調
査
は
ど

う
な
の
か
？
」
と
若
手
に
も

話
し
を
し
て
い
る
。

山
形
県
支
部

原
田
執
行
委
員
長

▼
15
春
闘
。
提
起
の
不
十
分

さ
も
あ
り
、
昨
年
出
来
て
い

た
各
種
行
動
も
取
組
め
ず
。

職
場
か
ら
春
闘
を
構
築
す
る

た
め
、
し
っ
か
り
議
論
す
る

と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
い
。

▼
組
織
拡
大
。
4
月
9
日
付

で
大
友
さ
ん
が
国
労
に
。

我
々
は
、
父
親
が
組
合
員
で

あ
る
が
、
昨
年
の
現
場
配
属

時
か
ら
、
本
人
に
は
過
大
な

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
な
い

よ
う
配
慮
し
、
自
然
な
成
り

行
き
を
維
持
し
て
き
た
。
組

合
加
入
を
し
て
い
な
い
彼
女

が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
若
手

を
交
え
た
懇
親
会
も
開
く
よ

う
努
め
た
。

現
場
長
に
報
告
し
、
ま
た
支

社
か
ら
も
組
合
窓
口
に
話
し

が
あ
っ
た
と
聞
く
。

会
社
の
対
応
の
変
化
が
感
じ

ら
れ
る
が
、
東
労
組
へ
の
嫌

悪
感
が
出
て
い
る
と
思
う
。

東
労
組
一
辺
倒
で
な
い
状
況

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
き

た
い
。

仙
総
所
支
部

山
口
執
行
委
員

▼
15
春
闘
。
支
部
闘
争
委
員

会
を
設
置
。
一
人
一
要
求
を

提
起
し
、
業
務
関
係
要
求
は
、

総
合
車
セ
業
務
改
善
に
対
す

る
基
本
要
求
と
し
て
集
約
。

工
作
協
議
会
と
し
て
団
交
強

化
を
図
っ
て
き
た
。

職
場
環
境
問
題
は
、
支
部
及

び
四
分
会
が
「
社
員
の
声
」

と
し
て
現
場
長
等
に
要
請
し
、

話
し
合
い
を
実
施
。
「
職
場

の
意
見
」
と
し
て
聞
く
姿
勢
・

意
識
の
変
化
は
成
果
。
要
求

の
実
現
と
通
年
的
取
組
に
。

▼
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
労
働
条

件
改
善
。
精
力
的
に
要
求
集

約
。
課
題
は
G
会
社
へ
の
反

映
。

▼
施
設
利
用
の
集
会
等
も
定

着
、
今
後
は
通
年
開
催
の
努

力
。
情
報
発
行
も
多
く
な
っ

て
い
る
。

▼
総
合
車
セ
業
務
改
善
。
14

年
度
の
見
極
め
交
渉
で
は
教

育
期
間
の
改
善
が
。
15
年
度

交
渉
で
は
、
安
易
な
外
注
化

で
は
車
両
の
品
質
と
安
全
は

担
保
さ
れ
ず
技
術
継
承
も
困

難
。
「
外
注
化
反
対
」
の
立

場
で
取
り
組
み
強
化
を
図
る
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
若
手

と
の
交
流
も
支
部
・
分
会
で

創
意
工
夫
・
共
有
化
し
て
次

の
ス
テ
ッ
プ
へ
。
分
会
活
動

の
活
性
化
を
重
要
課
題
と
し

て
取
組
む
。

郡
工
支
部

橋
本
書
記
長

▼
15
春
闘
。
動
員
要
請
や
取

組
み
へ
の
参
加
が
不
十
分
。

最
大
の
要
因
は
昨
年
10
月
の

外
注
化
に
あ
る
。
役
員
が
集

第２７０１号 国労せんだい ２０１５年６月５日

団結 抵抗 統一

5
・
15

第
2
回
バ
ス
東
北
賃
金
交
渉

5
・
16

交
運
共
済
加
盟
組
合
代
表
者
会
議
・
貨
物
役
員
会

5
・
21

地
方
業
務
部
長
・
職
能
別
協
議
会
議
長
会
議

5
・
24

エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
社
員
交
流
会
・
家
族
会
交
流
会

5
・
26

東
日
本
運
輸
協
議
会
組
織
拡
大
交
流
会

5
・
27

本
社
経
協

5
・
28

本
社
経
協
安
全
分
科

5
・
30

地
本
電
気
協
議
会
・
工
作
協
議
会
定
期
委
員
会

地
方
本
部
は
5
月
10
日
、
仙
台
市
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
に
お

い
て
15
年
春
闘
の
中
間
総
括
会
議
を
開
催
し
た
。

 
会
議
に
は
各
支
部
と
分
会
代
表
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

関
に
お
い
て
の
総
括
を
持
ち
寄
り
、
賃
金
闘
争
を
は
じ
め
労
働

条
件
改
善
や
組
織
問
題
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
全
体
で
総
括
し
た
。

Ｎo . 2701
2015年6月5日
発行責任者 大沼 元

編集責任者 武田昌仙



中
し
て
い
た
職
場
が
外
注
化

で
分
断
さ
れ
、
新
し
い
職
場
、

忙
し
い
職
場
環
境
や
労
働
環

境
に
忙
殺
さ
れ
運
動
に
集
中

で
き
な
か
っ
た
。

▼
車
両
の
安
全
品
質
の
問
題
。

極
論
す
る
と
3
年
の
経
験
を

要
す
る
業
務
を
3
ヶ
月
の
教

育
で
外
注
化
し
た
。
加
え
て

現
在
の
職
場
で
も
先
に
外
注

化
を
控
え
、
本
気
で
教
え
る

気
が
萎
え
て
い
る
職
場
で
は

い
つ
か
大
事
故
が
起
こ
る
の

で
は
と
皆
が
憂
え
る
。

▼
昨
年
9
月
の
外
注
化
反
対

の
取
組
み
で
は
、
ス
ト
の
要

請
を
し
た
が
、
難
し
い
だ
ろ

う
と
大
集
会
を
企
画
し
た
。

し
か
し
諸
事
情
か
ら
執
行
部

自
ら
中
止
を
決
め
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
は
残
念
。
今
年

の
外
注
化
で
も
反
対
の
闘
い

で
ス
ト
を
要
請
す
る
。

東
北
自
動
車
支
部

北
山
執
行
委
員
長

▼
昨
年
ダ
イ
ヤ
改
正
の
交
渉

終
了
後
に
「
今
後
ダ
イ
ヤ
改

正
に
つ
い
て
は
、
大
幅
な
見

直
し
の
み
提
案
し
、
以
外
は

窓
口
で
」
と
通
告
が
。

▼
27
年
度
夏
季
ダ
イ
ヤ
改
正

で
は
4
月
1
日
実
施
後
に
解

明
交
渉
を
す
る
と
い
う
前
代

未
聞
の
事
態
に
。
今
後
は
提

案
し
て
こ
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
開
催
を
求
め
、
早
め
の

対
処
を
し
て
い
く
が
不
誠
実

な
状
況
。

▼
2
年
後
、
常
磐
線
の
バ
ス

代
行
が
な
く
な
り
収
入
減
が

予
想
さ
れ
、
会
社
は
都
合
の

良
い
労
働
者
運
用
を
考
え
て

お
り
、
助
勤
制
度
の
長
期
固

定
化
や
手
当
の
削
減
な
ど
負

担
増
加
に
。
改
善
を
求
め
て

い
る
が
会
社
は
考
慮
す
る
状

況
に
な
い
。

▼
仙
台
で
の
大
衆
行
動
に
は

他
労
組
組
合
員
と
の
交
流
も

視
野
に
入
れ
参
加
。

▼
バ
ス
会
社
、
特
に
東
北
は

未
だ
東
労
組
寄
り
の
傾
向
で

あ
る
が
、
組
合
そ
の
も
の
に

一
定
の
距
離
を
置
き
、
自
ら

の
施
策
を
進
め
て
い
る
。

▼
2
年
後
に
向
け
た
職
場
再

編
・
合
理
化
が
予
想
さ
れ
、

支
部
も
議
論
を
深
め
て
い
く
。

貨
物
宮
城
分
会

内
田
執
行
委
員
長

▼
春
闘
。
2
月
の
全
体
集
会

を
皮
切
り
に
各
行
動
を
実
践
。

経
過
は
省
く
。
今
春
闘
の
総

括
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト

や
職
場
集
会
で
集
約
を
し
た
。

▼
ま
と
め
で
は

①
分
会
行
動
に
つ
い
て
。

「
分
会
で
決
め
た
こ
と
は
や

り
切
れ
た
」
「
春
闘
の
取
組

み
と
行
動
は
優
れ
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
で
き
る
取

組
み
を
考
え
よ
う
」
「
行
動

は
粛
々
と
実
践
。
賃
上
げ
は

で
き
な
か
っ
た
が
設
備
改
善

で
き
た
」
「
門
前
行
動
は
旅

客
の
仲
間
の
参
加
に
感
謝
。

単
一
体
の
良
さ
を
実
感
」

②
上
部
機
関
へ
の
要
望

「
労
働
者
最
大
の
武
器
、
ス

ト
の
実
施
を
」
「
今
回
程
ス

ト
の
機
運
が
高
ま
っ
た
年
は

な
く
、
な
ぜ
指
令
を
出
さ
な

い
の
か
」
「
身
近
な
分
連
協

や
支
部
の
行
動
は
あ
り
が
た

い
、
一
方
地
本
・
本
部
と
上

部
機
関
ほ
ど
つ
な
が
り
が
希

薄
」
「
ス
ト
権
投
票
の
確
立

が
さ
れ
て
い
て
も
戦
術
委
員

会
で
は
ス
ト
に
至
ら
な
い
の

は
な
ぜ
。
ス
ト
権
投
票
は
何

の
た
め
に
」
「
全
国
貨
物
協

が
本
部
に
ス
ト
の
文
書
要
請
。

東
北
の
思
い
が
伝
わ
っ
た
。

こ
の
気
運
を
夏
季
手
当
と
年

末
手
当
獲
得
の
闘
い
に
繋
げ

て
」
「
ス
ト
に
至
ら
な
か
っ

た
こ
と
に
失
望
」

③
そ
の
他

「
貨
物
分
会
の
取
組
み
を
取

り
入
れ
旅
客
の
仲
間
も
昨
年

か
ら
実
施
。
客
貨
一
体
で
闘

い
を
」
「
会
社
に
対
し
怒
り

で
一
杯
」
「
単
一
組
織
で
な

け
れ
ば
北
海
道
・
四
国
・
九

州
・
貨
物
は
闘
え
な
い
」

貨
物
福
島
分
会

橋
本
書
記
長

▼
春
闘
。
全
国
貨
物
協
が
初

め
て
本
部
に
ス
ト
要
請
、
分

会
も
地
本
に
要
請
書
を
提
出
。

現
場
長
申
し
入
れ
、
ジ
ャ
ン

ボ
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
署
名

な
ど
取
組
む
。

結
果
は
ベ
ア
・

ゼ
ロ
回
答
。
さ
ら
に
手
当
の

削
減
で
、

若
者
か
ら
「
夢
と

希
望
」
を
奪
い
「
絶
望
」
を

与
え
る
貨
物
会
社
。
昨
年
の

21
歳
の
青
年
に
続
き
、
27
歳

の
社
員
も
退
職
。
今
年
の
新

採
は
ゼ
ロ
、
来
年
も
同
様
と

聞
く
。
職
場
は
沈
み
か
え
っ

て
い
る
。

▼
今
年
も
ス
ト
で
闘
え
な
か
っ

た
。
「
各
エ
リ
ア
で
温
度
差

が
あ
り
統
一
闘
争
と
し
て
の

配
置
は
で
き
な
い
」
と
い
う

が
、
要
求
を
掲
げ
、
交
渉
し

実
現
し
な
け
れ
ば
ス
ト
を
行

使
す
る
と
い
う
こ
と
は
憲
法

が
保
障
し
て
お
り
、
こ
こ
ま

で
き
て
労
使
対
等
で
は
。
仲

間
に
も
ス
ト
に
は
様
々
意
見

が
あ
る
が
、
本
部
が
ス
ト
体

制
の
確
立
に
向
け
て
各
エ
リ

ア
を
指
導
す
る
の
が
本
来
の

組
合
の
姿
。
要
求
の
獲
得
が

で
き
な
い
の
に
ス
ト
を
行
使

し
な
い
の
は
異
常
。

組
合
費

が
組
合
員
の
た
め
に
な
っ
て

い
る
の
か
実
感
が
沸
か
な
い

と
の
声
も
。
ス
ト
一
票
投
票

の
形
骸
化
も
懸
念
さ
れ
る
。

来
春
闘
は
ス
ト
で
闘
え
る
体

制
作
り
を
し
、
客
貨
一
体
の

闘
い
を
切
望
す
る
。

仙
台
建
築
区
分
会

伊
藤
書
記
長

▼
質
問
等
。

①
賃
金
交
渉
最
中
、
現
場
長

に
回
答
を
促
す
要
請
の
指
示

が
あ
っ
た
。
現
場
か
ら
の
闘

い
が
重
要
な
の
は
理
解
す
る

が
、
現
場
管
理
者
の
態
度
は

「
組
合
の
話
は
し
な
い
」
で

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
管
理
者

に
何
と
い
え
ば
良
い
の
か
。

ま
た
回
答
が
出
さ
れ
な
い
時

の
た
め
ス
ト
を
配
置
す
る
の

で
は
。

②
分
会
は
討
論
不
足
で
あ
り
、

全
体
が
集
ま
れ
る
場
を
設
定

す
る
取
組
み
を
進
め
て
お
り
、

一
の
日
集
会
も
そ
の
一
つ
。

地
本
に
参
加
要
請
を
し
て
い

る
が
、
参
加
者
を
固
定
し
な

い
で
是
非
組
合
員
の
生
の
声

を
聞
い
て
ほ
し
い
。

③
地
本
規
約
に
あ
る
が
、
ス

ト
権
確
立
の
場
合
、
上
部
機

関
が
最
終
決
定
権
を
持
つ
が
、

各
機
関
か
ら
ス
ト
要
請
が
あ
っ

た
場
合
、
「
上
部
機
関
に
上

申
し
て
い
る
」
だ
け
で
良
い

の
か
。
積
極
的
に
ス
ト
を
行

使
す
る
よ
う
に
動
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
は
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
ス
ト
権
投
票
を

地
本
大
会
で
実
施
す
る
意
味

は
な
い
の
で
は
。

④
現
場
長
へ
の
要
請
行
動
が

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
あ

る
職
場
で
要
請
文
書
に
分
会

名
と
押
印
し
て
提
出
し
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
、
地
本
役
員

か
ら
「
機
関
名
が
あ
る
と
受

け
取
ら
な
い
か
ら
載
せ
な
い

方
が
よ
い
」
と
伝
え
た
と
聞

く
。
そ
う
し
た
状
況
で
、
賃

金
交
渉
や
回
答
の
催
促
が
可

能
な
の
か
。

宮
城
県
支
部

秋
山
執
行
委
員
長

▼
会
議
の
持
ち
方
。
分
会
代

表
の
話
が
3
人
で
時
間
切
れ
。

時
間
設
定
の
考
慮
を
。

▼
地
本
の
運
動
総
括
。
こ
の

間
、
闘
い
を
進
め
て
き
て
、

運
動
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、

ど
こ
が
不
十
分
で
あ
っ
た
の

か
、
今
後
ど
う
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
の
か
な
ど
を
資

料
と
し
て
挿
入
を
。

現
場
か
ら
は
、
「
（
地
本
に
）

ス
ト
を
要
請
し
て
も
で
き
な

い
」
「
現
場
長
交
渉
を
し
て

も
改
善
で
き
な
い
」
「
（
現

場
長
か
ら
）
職
場
に
は
交
渉

権
は
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い

る
。
我
々
は
地
本
か
ら
の
指

示
を
基
に
取
り
組
み
の
努
力

を
し
て
い
る
。
地
本
は
し
っ

か
り
と
取
り
組
み
の
総
括
の

議
論
を
し
て
内
容
を
組
合
員

に
知
ら
せ
る
よ
う
要
望
す
る
。

▼
住
環
境
制
度
の
変
更
。
年

齢
が
高
い
（
居
住
年
数
が
多

い
）
方
を
社
宅
か
ら
退
出
さ

せ
よ
う
と
す
る
意
味
合
い
の

話
を
聞
い
た
。

我
々
は
20
年
前
、
35
歳
退
寮

と
さ
れ
た
経
験
が
あ
る
が
、

あ
る
意
味
国
労
の
排
除
と
い

う
か
、
会
社
中
心
に
組
織
し

や
す
い
よ
う
に
運
営
し
た
い

と
い
う
意
図
が
あ
る
よ
う
に

も
感
じ
る
。

第２７０１号 国労せんだい ２０１５年６月５日

団結 抵抗 統一

1.15春闘。

①国労要求獲得に向けた闘い。東日本

は2回交渉後、4月1日回答、2日妥結。

（55歳未満の社員、定期昇給と所定昇

給額の1/6+1,100円、55歳以上の社員

は所定昇給額の1/6+1,100円）

貨物は3回交渉、3月20日回答、27日

妥結。（定期昇給実施、ベアなし、55

歳以上1,500円改善）

東日本会社は3月18日の回答指定日を

超過しても交渉日程や明確な理由も示

さず。19日緊急申入れ、25日緊急要請、

交渉促進に向け指示32号。

また貨物会社は5期連続黒字決算、ベ

ア実施の体力は十分とし16年連続のベ

アゼロに抗議行動を展開。

スト体制確立の戦術行使。中央戦術

委員会で5回の議論。エリア毎に温度

差、合意形成困難。今後温度差をどう

埋めるかが課題。

2.労働条件改善・労働協約改訂

一括和解から9年、基本は校正・公平

な人事運用と健全かつ正常な労使関係。

遠距離通勤や長期単身赴任など懸案事

項の解消・原状回復を目指す。委託化・

外注化の進行と子会社の再編・移管な

どの施策が急展開。労組としての対応

とチェック機能、関連労働者の組織化

も課題であり地方と連携が重要。

エルダーの提示遅れと労働条件低下、

偽装請負、安全問題、技術継承など粘

り強く取組む。

3.組織強化・拡大

4月の山形の大友さん、郡山の佐藤さ

んを合わせ、昨年の大会以降12人拡大。

4.今後の取り組み

①JR東日本グループの再編。水戸・千

葉・高崎の駅事業部門をJESSに移管、

東北はジャスターとアトリスの駅業務

を東北総合サービスへ移管。概要、ス

ケジュールなど説明を求める。

②住環境制度の改正。住宅援助金の改

正や社宅制度の見直しが柱。

③4月12日、神田・秋葉原駅間で電化

柱倒壊。一歩間違えば大惨事。国交省

から警告書と運輸安全委員会が調査。

29日には郡山駅構内で架線断線。輸送

障害の原因究明と再発防止対策を講じ

ると同時に、事態の本質を明らかにし

恒久対策の実施が必要。


